
 

 

 

小惑星５７８６（テイロス）の多色観測と解析 

 美仙雅人（１年） 松谷晃汰（１年）【 岡山商科大学附属高等学校 自然科学部 】 
 
１．はじめに 

私たちは２０１０年８月９日から８月１１日に岡山県井原市美星町の美星

スペースガードセンター、美星天文台で行われた「星の学校２０１０」に参

加しました。 
そこで、私たちは美星スペースガードセンターの１ｍ光学望遠鏡を使用し

、観測・解析を行いました。 
 
 
 
２．目的 

小惑星５７８６（テイロス）は誰も観測・解析をしていません。（２０１

０年末現在）今回の、小惑星５７８６（テイロス）を観測・解析するのは私

たちが初めてです。そこで、学術的に何も分かっていない小惑星５７８６（

テイロス）を私たちが観測・解析し、小惑星５７８６（テイロス）のスペク

トルタイプとその性質を詳しく調べることにしました。 

 

 

 

３．小惑星テイロスの分かっていること 

テイロスは、多くある中の地球に近づく小惑星の一つです。 

テイロスは楕円軌道をしています。普通の小惑星の公転周期は約２年～年かか

りますが、テイロスの公転周期は約１年３ヵ月だと思われます。 

 

４．観測日時・場所・観測天体 
日  時･･･２０１０年８月９日～８月１１日（解析には８月１日のデータ使用） 

     （８月２４日・２５日 追観測） 

場  所･･･岡山県井原市美星町、美星スペースガードセンター 

観測天体･･･小惑星５７８６（テイロス） 

 
５．観測の概要 
 １日目は観測をしようと思いましたが、悪天候のため観測はできませんで

した。また、２日目も１日目と同様で悪天候でした。そこで、美星スペース

ガードセンターの方々が前もって８月１日に観測したデータを使用しました

。その解析により、ｉフィルターのデータに疑問を感じたため、美星スペー

スガードセンターの方に頼んで、改めて８月２４日・２５日に観測をさせて

もらいました。 

 
６．観測に使った装置・フィルター 
美星スペースガード１ｍ光学望遠鏡 

焦点モード…カセグレン焦点、合成Ｆ約３、視野角 ３度 

最大追尾速度…赤経・赤緯２．５度/秒以上 架台方式…フォーク式赤道儀      

ＣＣＤ…有効面積約６０×１２０ｍｍ（視野約１．１×２．３度） ２００

０×４０００ピクセルのＣＣＤ ４個 観測時温度約－１００°  

   観測時約－９０℃ 

使用フィルター…ｇフィルター（0.476μｍ）・ｒフィルター（0.625μｍ）  

        iフィルター（0.769μｍ）・zフィルター（0.925μｍ） 

 

７．観測内容 

 観測では多色測光装置を使用して観測を行ないました。多色測光装置とは､

特定の波長のみを通すようなフィルターを何枚も備え、それを切り替えるこ

とにより天体を様々な波長（色）で観測した時の明るさの違いを測定できる

ようにした装置のことです。観測を行うには、天体の明るさを求めるときは､

すでに等級の分かっている天体と測定したい天体の明るさを比較して求めま

す。 

 

８．解析手順 

（１）画像一次処理（マカリ起動） 

①ダーク画像の合成 

  ②フラット画像の確認 

③オブジェクト画像の補正 

（２）小惑星の確認 

（３）測光 

（４）フィルターによる補正をかける 

太陽を使用してフィルターの特性  

を測定した補正値データは 

ｇ－ｒ＝０．４４４ 

ｒ－ｉ＝０．１１３ 

ｉ－ｚ＝０．０２１ 

ｒ－ｚ＝０．１３４ 

これらの値を使って反射率に変換します。 

（５）測光結果を等級に変換（ポグソンの式を使用） 

ポグソンの式 

Ｍａ＝Ｍｓ＋２．５×ｌｏｇ（Ｌｓ／Ｌａ） 

   Ｍａ:目的の小惑星の等級 

   Ｍｓ:比較星の等級 

   Ｌａ:小惑星の明るさ（カウント） 

   Ｌｓ:比較星の明るさ（カウント） 



 

 

図１．小惑星のスペクトル型 

日本評論社『現代の天文学 太陽系と惑星』より 

９．結果と考察 
 ８月１日と８月２５日のデータを解析すると次のようになりました。

 

８月１日のデータについて 
 ８月１日のデータを見ると、ｒフィルターの平均値に比べ、ｉフィルターの

平均値が下の位置にある。このグラフを図１と比較すると、ｒフィルターの平

均値からｉフィルターの平均値を通り、ｚフィルターの平均値が下の位置にあ

る。このことからＣタイプと考えられる。 
しかし、誤差の値を考慮し考えると、ｉフィルターの値は、ｇフィルターの

値からｒフィルターの値を結ぶ線のように上昇すると考え、ｒフィルターより

上の位置にあると考えた。ｉフィルターの値が誤差の上の位置を取ったと考え

られるためｒフィルターの値は下がると予想しｒフィルターは誤差の下の位置

を取った。 
ｇフィルターもｒフィルターと同じように下の位置を取った。 
ｇフィルターとｒフィルターの値が、誤差の位置を下に取っているため、ｚ

フィルターはｉフィルターのように値が誤差の位置を上に取った。 
このグラフを図１と比較するとｇフィルターの数値からｉフィルターの数

値ｚフィルターの数値への結び方を見て、Ｓタイプに見えるため、Ｓタイプと

も考えられる。（このグラフは、点線グラフです。） 
 
８月２５日のデータについて 
 ８月２５日のデータをみると、ｉフィルターは他の３つのｇフィルター、ｒ

フィルター、ｚフィルターに比べ数値が非常に小さい。その時は観測時に雲が

かかっていたためと考えられる。 
 グラフではｇフィルターの値が０．４４６と小さくｚフィルターの値が１．

１６８と大きい。また、ｉフィルターもｇフィルター、ｒフィルターのように

増加していると考えた。 
そこで、ｇフィルター、ｒフィルターは増加しているのでｉフィルターも増

加していると予測した。 

図１を見るとｇフィルターの位置とｚフィルターの位置が一致するため、Ｓ

タイプではないかと考えた。 
８月２５日のデータでｉフィルターがなかった場合、ｒフィルターの平均値

とｚフィルターの平均値を通して、ｇフィルターの最大値を取ると、Ｃタイプ

とも考えられる。（このグラフは点線グラフです。） 
 
８月１日のデータと２５日のデータを見て、図１と比較した。 

８月１日のデータでは、ｇフィルターからｉフィルターまでは滑らかに上昇し

ていくと考え、ｒフィルターは最小値を取った。 
８月２５日のデータでは、８月１日のｇフィルターを見て２５日のｇフィル

ターは最大値を取った。 
そこで、８月１日２５日のデータを合わせて、図１と比較するとＣタイプに

見える。 
８月１日の使用できるフィルターを見るとｉフィルター値が小さい、そこで

図１と比較すると図１のＳタイプではｉフィルターの位置がｒフィルターより

高い位置にあるが、８月１日のグラフではｒフィルターより低い、そのためＳ

タイプとはいえない。 
今回の８月１日と２５日の結果から小惑星テイロスはＣタイプの小惑星では

ないかと考えた。 
 

 
１０．今後の課題 
今回の観測では、悪天候だったため

一部のフィルターデータに疑問が残

りました。 

今度は晴れて条件のいい日に観測を

行いたいです。 
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